
【様式１】 

① 食育月間の取組 

 
提 出 都 道 府 県 名 

政 令 指 定 都 市 名 

福井県 

取 組 市 町 村 名 

取 組 団 体 ・ 企 業 名 

全域 

取 組 の 名 称 一般県民への食育推進 

実 施 時 期 ６月１０日（月）～１４日（金） 

取 組 内 容 

 

 

 

 

 

  

 

【食育・地産地消の取組み展示】 

  ６月の食育月間に合わせ、県および各市町の食育・地産地消に関する取組みを 

  紹介する展示を、一般県民の方々が多く利用する施設で行いました。 

  また、地元紙（福井新聞）において展示が紹介されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【様式１】 

① 食育月間の取組 

 
提 出 都 道 府 県 名 

政 令 指 定 都 市 名 

福井県 

取 組 市 町 村 名 

取 組 団 体 ・ 企 業 名 

福井市 

取 組 の 名 称 イベントにおける食育ブースの出展 
「たべまるちゃんと食育を学ぼう！in 習い事フェスタ」 

実 施 時 期 令和元年 6 月 2 日（日）10:00～16:00 

取 組 内 容 こどもの学びとして、習い事や健康、食育等についてこどもと家族が一緒に学ぶ機

会を提供する「習いごとフェスタ」に食育ブースを出展しました。 
【企画】 
 ○食育ミッションチャレンジコーナー 
  ①お米の計量体験、②箱の中身あて、③食育クイズ 
  ミッション挑戦者には、ガチャガチャノベルティプレゼント 
 ○食育ワンポイントアドバイス掲示 
 ○食育マスコットキャラクターふくい たべまるちゃん写真撮影会 
 ○同ぬりえコーナー 
【参加者】 
 ミッション挑戦者数   200 人 ブース来場者数（延べ） 500 人 
 
 
 
 
 
 
 
  ミッションチャレンジ中（お米の計量体験、箱の中身あて）      
 
 
 
 
 
 
 
     食育クイズ、食育アドバイス掲示  がちゃがちゃコーナー  

 



【様式１】

① 食育月間の取組

提 出 都 道 府 県 名

政 令 指 定 都 市 名

敦賀

取 組 市 町 村 名

取 組 団 体 ・ 企 業 名

振興 、敦賀 、ＪＡ

取 組 の 名 称 会

実 施 時 期 ６月

取 組 内 容 県の を使 し、か ち の を敦賀 内の へ しました。収穫したか

ち は、 校 食で使 します。

６月に実 に に 、か ち の を しました。

また、生産 を する 食育 信 を作 し、 中 校 作物 売 に

しました。



【様式１】 

① 食育月間の取組 

 
提 出 都 道 府 県 名 

政 令 指 定 都 市 名 

福井県 

取 組 市 町 村 名 

取 組 団 体 ・ 企 業 名 

①、②小浜市食のまちづくり課、キッズ☆サポーター 
③小浜市食のまちづくり課、グループマーメイド 
④小浜市食のまちづくり課、小浜市立中学校、グループマーメイド 

取 組 の 名 称 ①キッズ・キッチン基礎編 
②キッズ・キッチン拡大編（テーマ：子どもがつくる一汁一菜） 
③季節の調理体験の実施（テーマ：出汁） 
④家庭科魚捌き実習 

実 施 時 期 ①令和元年６月４日（火）、１３日（木）、１４日（金）、２１日（金）、 
２８日（金）【市内保育園年長児】 
②令和元年６月１日（土）【年中児～小学１年生】 
③令和元年６月２４日（月）、２５日（火）【小学生以上】 
④令和元年６月７日（金）、１８日（火）、２０日（木）【小浜市立小浜第二

中学校２年生】 
取 組 内 容 ①、②料理を教えるのではなく、料理で教える教育プログラムです。親は

手を貸さずに見守り、子どもたちだけで料理を行うことで、「ひとりでで

きた」という自信を持たせます。また、料理の方法や手順だけでなく、食

文化やマナー、約束を守ること、他人を思いやることなど、社会の中で生

きていくために大切なことを総合的に学びます。中でも特に、料理を通じ

て直接命に触れ、「命をいただいている」ということを大切にしています。 
＜メニュー＞かまど炊きご飯、具だくさん味噌汁、ごま和え、果物または

ミディトマトなど 
③基本的な出汁のひき方を学んでいただき、一番出汁や二番出汁に適した

料理や、丁寧に出汁をひいて使うことで、薄味でも美味しい料理となる（減

塩に繋がる）ことなどをお話しながら、テーマに沿った調理体験を行いま

した。今回の献立は出汁をテーマに組み、あらためて「出汁のひき方」と

その深い味わいを楽しみました。 
＜メニュー＞新生姜の炊込みご飯、出汁巻き、野菜の炊き合わせ、昆布た

っぷりの和風スープ、いちご大福 
④１人１尾ずつ小鯛を扱い、ひれやエラを実際に触ったり、耳の役割など

を確認したりしながら、１回に産む３万個の卵のうち成魚になれるのはわ

ずか１～２匹であることにふれ、貴重な命をいただいていることを学んで

いただきました。 
その後小鯛の下処理をして煮付けにし、動画を使い、正しい箸の持ち方や

所作、魚の美しい食べ方を確認しながら、試食をしました。 
 



【様式１】 

① 食育月間の取組 

 
提 出 都 道 府 県 名 

政 令 指 定 都 市 名 

福井県 

取 組 市 町 村 名 

取 組 団 体 ・ 企 業 名 

大野市 
あかね保育園 

取 組 の 名 称 ほうれん草のソテー作り（園庭の畑で採れたほうれん草をソテーして食す） 

実 施 時 期 令和元年６月２０日 

取 組 内 容  食に興味や関心を持てるようにすることを目的に、年長児１５名が５月に園庭の

畑に夏野菜の種や苗を植えました。ほうれん草もその中の野菜の一つで、子どもた

ちが種まきから水やりなど毎日のお世話をしながら、生長を観察し育ててきました。 
 ６月２０日収穫。簡単に抜けると思っていた子どもたちでしたが、しっかりと根

のはったほうれん草に苦戦する姿もあり、野菜のもつ力強さに驚いていました。 
 ホットプレートでソテーする様子を見て、山盛りになっていたほうれん草のかさ

が小さくなったのに気づき「なんで小さくなったん？」と不思議に思ったことを保

育者に聞いたり、「いいにおいするな。」と野菜が炒まっていく匂いをかいだりして

いました。できたてをみんなでわけて味わうと「おいしい。」「甘い。」とほうれん草

の味を楽しむ子ども達でした。 
 自分たちで野菜を育てる経験をとおして収穫の喜びやとれたて野菜のおいしさを

感じることはもちろん、野菜の苦手な子も少しでも苦手な野菜が減るといいなと思

っています。 

 

種まき 収穫 

ほうれん草のソテー 



【様式１】

① 食育月間の取組

提 出 都 道 府 県 名

政 令 指 定 都 市 名

福井県

取 組 市 町 村 名

取 組 団 体 ・ 企 業 名

取 組 の 名 称 民 大 高 にもやさしい

広 での食育 発

実 施 時 期 令和元年 6 月 1 日

令和元年 6 月

取 組 内 容 が の で いしくて体にやさしい に と して の

から を 11 の方が ました。 ューは ーク ツ

ツ のし れ し の ン テトのジ ー ン風 の 5 品を

作りました。地元 も ん んに使い食育の も ました。

食育推進に る目 と方

を す 3 食育推進計画

の内 を 民に しました。

また、地産地消のため 内 売

を しました。



【様式１】 

① 食育月間の取組 

提 出 都 道 府 県 名 

政 令 指 定 都 市 名 

福井県 

取 組 市 町 村 名 

取 組 団 体 ・ 企 業 名 

鯖江市 

取 組 の 名 称 「味覚の授業」の実施 ／ 「地場産学校給食の日」の開催 

実 施 時 期 「味覚の授業」6/5～6/21 ／ 「地場産学校給食の日」6/27、28 

取 組 内 容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（鯖江市進徳小学校での様子） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(鯖江市河和田小学校での様子) 

 

 

【「味覚の授業」の実施】 

 鯖江市では、味覚が発達し始めるといわれる小学校３年生を対象に、食育推進の一

環で「おいしさをたんけんしよう」というテーマのもと、「味」について理解を深め、

今後の食するときの気付きにつなげることを目的に、「味覚の授業」を市内全１２小

学校で実施しています。この授業では、見た目が似ている３種類の液体（緑茶、リン

ゴジュース、醤油を水で薄めた液体）を、五感や五味を使って何の飲み物であるかを

当てていく内容で、栄養教諭等から、おいしさの要素について指導をいただきまし

た。また、外部講師として「ボーノ夢菓房（鯖江市の菓子店経営者有志でつくるグル

ープ）」の協力も得て、菓子をテイスティングしながら、甘味、酸味、苦味、塩味な

どの味から菓子の味ができていることや、菓子の部位により味が違うことなど、気付

きを重点に指導を受けます。他にも、６月の「味覚の授業」の実施にあわせ、市内全

小学校の学校給食メニューに「五味給食」が登場しました。五感と五味を意識し、よ

く噛んで味わいながら、甘味、酸味などの五味を体験する献立（ごまひじきご飯、海

老チリソース、夏みかんサラダ、豆腐とほうれん草のスープ、かみかみきなこ大豆、

牛乳）です。児童らは、学校給食を通じて、学習した内容の振り返りをすることが出

来ました。 

【「地場産学校給食の日」の開催】 

 鯖江市では 6月の食育月間にあわせ、児童・生徒・園児に顔が見える地元生産者の

野菜は新鮮で味がよく、安全で安心して食べることができることを実感してもらい、

郷土の農産物への関心や給食に係る人たちへの感謝の気持ちを高めることを目的に

「地場産学校給食の日」を実施しています。今回で 22回目の開催となりました。 

市内全 12小学校に設置した「学校給食畑」のボランティア農家らの支援を受け、地

元の農家から届く新鮮な野菜や、６次産業化に取組む女性農家グループによる福神

漬け、地元の米と大豆で作られた味噌などが提供されました。 

 今回は 2日間で、市内全ての小・中学校、幼稚園、公立保育所、こども園の児童、

生徒ら約 7,300 人が取組み、特に小学校では、地場産業である越前漆器の給食用食

器を優先して使用しました。小学校、幼稚園の献立は、さばえ菜花米ごはん、県産チ

キンフライ、鯖江藩まなべ汁（※）、ちかもんづけ（地場野菜の福神漬け）あえ、ミ

ディトマトでした。河和田小学校では、鯖江市長が１年１組を訪問し、児童とともに

地元の味が詰まった給食をいただきました。 

 鯖江産食材(不足分は一部県産)・・・さばえ菜花米、じ

ゃがいも、玉ねぎ、人参、キャベツ、ブロッコリー、ね

ぎ、ミディトマト、小松菜、近松の里（福神漬）、味噌 

※鯖江藩まなべ汁・・・越前鯖江藩主 間部詮勝（まなべあきかつ）が倹約を実践す

るために食べたといわれる味噌汁です。当時は、地場野菜と大豆の粉を使用してい

ましたが、給食では食べやすい「打ち豆」を使用してアレンジしています。 



【様式１】

① 食育月間の取組

提 出 都 道 府 県 名

政 令 指 定 都 市 名

福井県

取 組 市 町 村 名

取 組 団 体 ・ 企 業 名

あ ら

取 組 の 名 称 和 食を で に作ろ こ も での食育推進

あ ら 内 校の取

実 施 時 期 ６月 15 日（ ） ６月 食育月 中

取 組 内 容 和 食を で に作ろ 和食を中 に ンスのとれた、 食作り

食生 推進 を講師とし、日 の食生 についての や 食を食 ること

の大 さについて をし、 で 実 をした。 達は 的に に ろ

として り、 、 ではやろ としない な もここ とします とい

が かれました。 はで る り たちに体験さ と り方、 方な を

り いながら っくり教えていました。 食 食 0 を

目 し 和 食 とし、 に作れる ューを多

数 し、 なものなので て作ってもらえ

ると いと えました。 や な いをするこ

となく 食していました。

こ も での食育推進 内の こ も にて、食育に る な取 を実施

こ も 地 体験・ク ン 、 こ も 梅ジュース作り

東 も 食 り 会（食 り の 、 たと ンス）

こ も と の での 科 、 ン 、

       か か ュー 食の

も と もろこしの と 食

こ も の の れ い(そら のさや 等) りか 作り（ 食 止の取 ）

くいの地場産 校 食（食育月 中）あ ら 内 校

目的 福井県の地場産食 を使 した 校 食を に するとともに、それら

を教 とした食に する を実施することを して、地 の 産 や食

への を め、 るさと福井を りに を育てる。

内 あ ら 食 ン ーからの 案や をもとに り、 年の実

に て、 イ ン くい ー ン と つ な について

をしました。 いしく 食をいた 、 日、 イ ンについての を

ました。



【様式１】

① 食育月間の取組

提 出 都 道 府 県 名

政 令 指 定 都 市 名

福井県

取 組 市 町 村 名

取 組 団 体 ・ 企 業 名

前

取 組 の 名 称 地場産 食の日の実施

実 施 時 期 6 月 19 日

取 組 内 容 前 産ト ト・ りを 日として、 前 産の ト ト ・

り を に取り れました。

当日は 校と 校 で生産している さんから していた 、

で な 食を 生と生産 さんと に食 ました。

・ 前 産 りの り大 あえ

・ 前 産ト トス イス



【様式１】

① 食育月間の取組

提 出 都 道 府 県 名

政 令 指 定 都 市 名

福井県

取 組 市 町 村 名

取 組 団 体 ・ 企 業 名

井

取 組 の 名 称 広 を いた食育の推進（ 井 食育 民 ト ーク 信発 ）

井 食育 民 ト ーク 体 会の開催

実 施 時 期 令和元年６月

令和元年６月 日

取 組 内 容 広 を いた食育の推進（ 井 食育 民 ト ーク 信発 ）

の広 広 さかい６月 （ ）に 井 食育 民 ト ーク 信

を し、食育の 大を図りました。

井 食育 民 ト ーク 体 会の開催

６月 日に 井 食育 民 ト ークの 体 会を開催し、福井大

の 生に る 食でつながる のまちづくり 地 の

としてそれぞれにで ること と した講 会を いました。１ の

が に を ていました。



【様式１】

食育月間の取組

提 出 都 道 府 県 名

政 令 指 定 都 市 名

福井県

取 組 市 町 村 名

取 組 団 体 ・ 企 業 名

町

取 組 の 名 称 での地

中 校での地場産 校 食の実施

実 施 時 期 令和元年６月

取 組 内 容

での地 の

福井の食 を教 とした

観と 食 食会

地場産食 の

【 児 での地域 】

・ では、 の 、民生 の方 を して、 ー ーテ

を開催。 は の 、 は を使って を って、 ー

作りの いをしました。大 でたくさんの を めていると は、 中には

た と、 しい いが広がって いしそ や と も達も を使

って観 していました。 来 がった大 いっ いの たっ りな ーは

いしく、 んな大 。 がいもは、 の で収穫したものを使 。これからは

も収穫で ます。 の れあい や、これまでの を して、

も達の と体が大 く してくれることを います。

【小中学校での地場産学校給食の実施】

・地場産 校 食推進の として、 くい

地場産 校 食 を、 中 校で実施。

福井県特産の食 を使 した 校 食を生徒

に すると共に、それらを教 とした食育

を 中 校で いました。

その 、学校給食等を した食育の推進   

・「給食 より」や、「お の 」を した食育の発

６月は食育月 であることや、食育の の え、地場産 校 食

の実施と、使 した食 についての を し食育を推進。

・栄養指導 と給食試食 の実施

  １年生の を に実施。 や の の を 観し、

、 食、 校 からの しの中で、 での いを らす の

や か 等の大 さについて を高めていた く 会となった。

・「ふるさと給食の日」の実施

  福井県の を 食に取り れ 。また、 るさと ト ーク

  食 の として 県の特産品や を 食に取り れた

県 るさと 食の日 も実施。

・地場産食材の

  福井県の るさと 食の 若狭 のす と の

に て、 若狭 と について、 会で発 しました。

くい ー ン、 使 の 食



【様式１】 

① 食育月間の取組 

 
提 出 都 道 府 県 名 

政 令 指 定 都 市 名 

福井県 

取 組 市 町 村 名 

取 組 団 体 ・ 企 業 名 

南越前町 

取 組 の 名 称 学校保健委員会 

実 施 時 期 令和元年６月１３日 

取 組 内 容  
南条小学校では自由参観日（学校公開日）に、学校保健委員会として、各学年で歯

や心の健康に関する授業を行いました。 
中学年には栄養教諭が授業を実施しました。３年生は「おやつの食べ方について考

えよう」という内容で、おやつのよい食べ方を考えたり、おやつカードを使っておや

つ選びをしたりしました。４年生は「よくかんで食べよう」という内容で、ゼリーと

スルメの食べ比べを取り入れながら、よくかんで食べることの大切さやよくかんで

食べるための方法を勉強しました。 
児童からは「今までは１袋全部食べていたけれど、半分にしたいです。」「体によい

ものも組み合わせたいです。」「まわりの人より食べ終わるのが早いので、これからは

よくかむことを意識したいです。」「『ひみこのはがいーぜ』を思い出して食べたいで

す。」などの感想がありました。 
保護者の方からも「親もおやつの食べ方を見直すよいきっかけになりました。」「か

むことの大切さを改めて学びました。これからの食事にいかしていきたいです。」な

どの感想をいただきました。 

 



【様式１】 

① 食育月間の取組 

 
提 出 都 道 府 県 名 

政 令 指 定 都 市 名 
福井県 

取 組 市 町 村 名 

取 組 団 体 ・ 企 業 名 
越前町 

取 組 の 名 称 
えち膳の日（町産食材 100%献立）の実施 

実 施 時 期 
令和元年 6 月 28 日(金) 

取 組 内 容 例年 6 月と 11 月に提供している「えち膳の日」献立を、食育月間に合わせて町内

の全小・中学校を対象に 1,800 食提供しました。 
越前町は越前海岸で獲れる海産物をはじめ、織田きゅうりやニューピー（ピーマ

ン）、宮崎地区のたけのこなど様々な特産物があり、豆腐に使う大豆も町内産とする

ことで、学校給食での地場産食材の使用率・使用品目数は県内でもトップクラスを

誇っています。 
この取組は、給食センターと生産者及び県・町が連携し、提供の 3 か月前に情報交

換会を行い、その時期に提供できる農産物の確保や、必要な農産物の生産を依頼し

たりするなど、生産者と消費者の連絡を密に行うことで成り立っています。 
 
【献立内容】 
・古代米ごはん            ・牛乳 

・玄米とトマトのクリームスープ    ・とびうおの変わりフライ 

・きゅうりとズッキーニの梅サラダ   ・豆っこ新ちゃん まこも味 

 

【使用した地場産物】 

米、古代米、じゃがいも、にんじん、玉ねぎ、かぶ、とうもろこし、トマト、とびうお 

しいたけ、きゅうり、ズッキーニ、キャベツ、梅、大豆、マコモ 

 

 



【様式１】 

① 食育月間の取組 

 
提 出 都 道 府 県 名 

政 令 指 定 都 市 名 
美浜町 

取 組 市 町 村 名 

取 組 団 体 ・ 企 業 名 
①全域  ②美浜町小学校（３校）  ③美浜町小中学校（４校） 

取 組 の 名 称 
①親子げんげん 歩楽寿

ぷ ら す

  ②ふれあい食育事業  ③地場産学校給食 

実 施 時 期 
①②③６月 

取 組 内 容 

 

【親子げんげん歩楽寿】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【地場産学校給食】 

【親子げんげん歩楽寿】 
町内小学校６年生の家庭科授業にて、生活習慣病や正しい食事の摂り方について

の講座と、１食分に必要な野菜を使用した炒め物等の調理実習を行いました。講座

では、町民に高血圧の人の割合が多いことやその原因となる塩分の摂り方について、

調理実習では、１食に必要な野菜の量を計量し、必要な野菜量を把握すること、調

味料の計量の方法を知ることに重点を置き実施しました。 
 
 
【ふれあい食育事業】 
町内小学校（全３校）１年生児童およびその保護者を対象に、学校給食の試食・

参観を通して食育への理解を深め、推進を図ることを目的として実施しました。栄

養教諭による授業では、給食センターで働く人や給食が出来上がるまでの様子を児

童に伝えました。また、クイズや実践を通して、食事中のマナーについて伝えまし

た。はしや食器の持ち方は保護者も一緒に取り組みました。授業で学んだこと、経

験したことが、家庭でも継続できるように今後も実施していきたいです。 
 
 
【地場産学校給食】 
 『しあわせ元気給食』をテーマに、美浜町のコシヒカリ、きゅうり、玉ねぎ、県

内で水揚げされた鯖、県内産の里芋、舞茸、梅を使った地場産学校給食を、町内の

小中学校（全４校）に提供しました。栄養教諭とプロのシェフが共同で考えた『し

あわせ元気給食』の献立である「鯖のセサミケチャップソース」をメインに、地場

産をたっぷり使用した給食になりました。児童生徒には地場産物や地産地消のこと、

食材の栄養のことなどをパワーポイントで指導し、学校給食に関心を持ってもらえ

るように取り組みました。 
 
 

 



【様式１】 

① 食育月間の取組 

提出都道府県名 福井県 

取組市町村名 高浜町 

取 組 の 名 称 たかはまわかめでふりかけを作ろう 

実 施 時 期 ４月中旬から５月上旬 

取 組 内 容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ねらい】 

・町内保育所児に、普段食べているわかめという食材がどこで、どんな風に採られているかを知っ

てもらいます。 

・道具を使いわかめの採り方を聞き、その大変さを知ることで地元の特産品に関心を持ってもらい

ます。 

・海に生えていたわかめと、乾燥させたわかめの違いを知って食への関心を持ってもらいます 

 

【わかめ干し体験・ふりかけづくりの実施日・参加者】 

 わかめ干し体験 ふりかけづくり 参加人数 

内浦保育所 ４月１５日（月） ５月１０日（金） 全所児 ９名 

青郷保育所 ４月１６日（火） ５月 ８日（水） 年長児１５名 年中児１５名 

和田保育所 ４月１９日（金） ５月１０日（金） 年長児３３名 年中児２０名 

高浜保育所 ４月２２日（月） ５月１０日（金） 年長児２９名 年中児３３名 

【実施内容】 

生わかめを洗い、小分けバケツに入れて生わかめを干場にて洗濯バサミで干す作業を行いまし

た。後日、乾いたわかめを自分たちで細かくして、ご飯にふりかけて給食で味わいました 

 

 



【様式１】

① 食育月間の取組

提 出 都 道 府 県 名

政 令 指 定 都 市 名

福井県

取 組 市 町 村 名

取 組 団 体 ・ 企 業 名

①おおい町（おおい町立学校給食センター）

②おおい町、保健医療課・保健福祉室・食いきいき隊

取 組 の 名 称 ①ふくいの地場産学校給食推進事業

②災害時の食の備えに関する普及・啓発活動

実 施 時 期 ①令和元年６月２１日（金）

②令和元年６月２２日（土）

取 組 内 容 ①「ふくいのおいしい魚を食べる給食～ふくいサーモンを味わおう～」

【実施対象校】おおい町内の小中学校（小学校４校 中学校２校）

【取組内容】各学校の給食時間に、福井県教育庁スポーツ保健課の事業を

活用し、地域の特産食材（ふくいサーモン）を使用した学校給食を児童生

徒に提供するとともに、ふくいサーモンについて理解を深めるための食に

関する指導を実施しました。

【実施献立】坂本のお米のごはん、牛乳、ふくいサーモンの南蛮風、名田

庄ふるさと漬け、若狭わかめのみそ汁、おおいの梅ゼリー

【指導内容】※給食主任や学級担任等の協力も得て、全校一斉に実施

（１）ふくいサーモンついての説明

・ふくいサーモンの特徴（見た目、味わい）

・おおい町で大規模に養殖されていること

・県内で稚魚も育成し、県内で生まれ育つこと

・全国一の生産量を目指して日々研究に取り組まれていることや、

生産者の想い

（２）味わって食べるように声掛け

【取組の効果】学校給食での提供に合わせて一斉に指導を行えたことで、

児童生徒はより意識をして味わう様子が伺えました。ふくいサーモンの養

殖に関わる方の想いを知り、地域の食材に愛着をもって、じっくりと大切

に味わいながら、地域の素晴らしさを再認識していました。

②災害時の食の備えに関する普及・啓発活動

町内の保健・福祉・医療の総合施設「あっとほ～むいきいき館」で開催さ

れたイベント「あっとほ～むデッ！！いきいきまつり」において、町の栄

養改善事業のサポーター役である食いきいき隊と共に、食生活に関する普

及啓発活動を行いました。

【目 的】食べることは生きること。いつ起こるかわからない災害に備え

て、備蓄しておくべき水や食料の種類や必要量、また備蓄食品を使った調

理法等、『防災食』に関する普及啓発。

【対象者】あっとほ～むデッ！！いきいきまつり来場者（約２３０人）

【内 容】大人１人１週間分の食料、調理器具等の備蓄品の展示、ポリ袋

を使った洗い物が少ない調理法(パッククッキング)の実演・試食の提供

パッククッキングを初めて知る方も多く、ポリ袋で炊飯や、煮物、デザー

トができることに驚かれていました。

①学校給食推進事業

②災害時の食の備えに関する

普及・啓発活動



【様式１】 

① 食育月間の取組 

 
提 出 都 道 府 県 名 

政 令 指 定 都 市 名 

福井県 

取 組 市 町 村 名 

取 組 団 体 ・ 企 業 名 

若狭町・若狭町梅振興連絡協議会 

取 組 の 名 称 青梅まつり 2019（梅ジュースづくり体験ほか） 

実 施 時 期 令和元年６月１６日（日） ＪＡ敦賀美方 梅の里会館前 

取 組 内 容 【「青梅まつり」で梅ジュース作り体験 ほか】 

若狭町の特産であり、収穫最盛期を迎える福井梅を県内外へ広くＰＲすると共に、

福井梅を使った食育の推進を図ることを目的として『青梅まつり』での開催を計画

しました。しかしながら、当日は、暴風雨となってしまい、屋外テントでの実施を

取り止めたため、クイズについては中止しました。 
会場では、青梅の特売はもちろんのこと、また、地元の美方高校食物科の生徒達

が講師となり、もぎたて青梅を使った梅ジュース作り体験教室を開催した他、美方

高校、若狭東高校がそれぞれ考案した福井梅を使ったスイーツ等の販売や、豪華特

産品が当たる特産輪投げ抽選会等が催され、会場を訪れた観光客や地元住民へ、若

狭町の梅産地や特産品の魅力を発信するとともに、町の食育・地産地消の推進を図

りました。大雨の中でしたが、多数の来客がありました。 
 
 

 




